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文京学院は、平成 26 年に創立 90 周年を迎えます。

　高校バレーボール部の 3 選手が東京都代表として「第 68
回国民体育大会」バレーボール少年女子（9 月 28 日～ 10 月
2 日・町田市立総合体育館）に出場し、東京都は 11 年ぶり
5 度目の優勝を勝ち取りました。
　それにより、優勝に大きな貢献をした柳田光綺さん（3 檜
／サイドアタッカー）、小林桃子さん（3 杉／リベロ）、田原
愛里さん（2 楓／セッター）が 11 月 21 日、文京区長応接室
において成澤廣修（なりさわひろのぶ）区長より表彰されま
した。文京区からは成澤区長はじめ瀧康弘副区長、小野澤勝
美アカデミー推進部長、古矢昭夫スポーツ振興課長が、本校
からは 3 選手はじめ島田昌和副理事長（中高学事顧問）、清
水直樹教頭、吉田岳史バレーボール部監督（国体コーチ）が
出席。

「こころ」と向き合う　小林剛史 心理学科長／教授

全
国
大
学
生
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

外
国
語
学
部
学
生
が
２
度
目
の
決
勝
大
会
へ
！

高校バレーボール部３選手　国体優勝

これぞ国家資格を持つプロの技

　
ど
ん
な
資
格
や
ス

キ
ル
が
あ
っ
て
も
、

人
と
人
の
関
係
性
か

ら
は
逃
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
難
解

な
パ
ズ
ル
の
よ
う
な

人
間
関
係
の
中
で
い

か
に
思
慮
深
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
テ
ー
マ
は
、

今
後
個
人
に
益
々
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
る

で
し
ょ
う
。
心
理
学
と

い
う
領
域
に
は
、本
来
、

長
い
時
間
を
か
け
て
こ

の
人
の
関
係
性
の
問
題

と
対
峙
し
、
深
遠
な
人

間
性
を
育
む
と
い
う
こ

と
の
意
味
を
、
感
受
性

が
豊
か
な
時
期
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
懐
の
深

さ
が
あ
り
ま
す
。

　
心
理
学
の「
こ
こ
ろ
」

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
実

に
多
彩
で
す
。

　
人
間
性
の
研
鑽
に

は
、
こ
の
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
い
か
に
「
広

く
、
深
く
」
学
ぶ
か
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。「
狭
く
、
深

く
」
が
学
問
の
掘
り
下

げ
方
と
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
学

問
へ
の
入
り
方
は
、
ま

ず
は
「
広
く
」
が
大
切

で
す
。
人
間
の
生
涯
発

達
や
、
心
臓
の
鼓
動
や

血
の
流
れ
、
呼
吸
や
汗

の
変
化
、
欺
瞞
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
役
割
、
精
神
医

学
的
見
地
、デ
ザ
イ
ン
や
環
境
、

心
理
テ
ス
ト
、
心
理
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
と
い
っ
た
「
こ

こ
ろ
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
、
多
面
的

に
考
え
る
こ
と
が
、
個

人
の
思
考
力
、
ひ
い
て

は
思
慮
の
深
さ
へ
と
発

展
し
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
以
上
の
広
範
な
領

域
の
テ
ー
マ
は
全
て
、
本
学
心

理
学
科
の
専
任
教
員
が
提
供
す

る
心
理
学
領
域
。
こ
う
し
た
豊

か
な
環
境
の
中
で
、
本
学
の
学

生
は
入
学
時
と
は
見
違
え
る
よ

う
な
姿
勢
で
知
識
や
ス
キ
ル
を

吸
収
し
て
い
き
ま
す
。
真
に
充

実
し
た
４
年
間
を
過
ご
し
た
学

生
の
卒
業
時
の
姿
は
、
複
数
の

大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
き
た

私
で
も
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
本
学
心
理
学
科
に
は
、
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
、
む
し
ろ
不
器
用
な

振
る
舞
い
を
見
せ
る
学
生
が

多
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。「
こ
こ
ろ
」
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
。人
の
気
持
ち
っ
て
、

な
ん
で
こ
ん
な
に
難
し
い
ん

だ
ろ
う
。
多
く
の
学
生
が
大

学
に
求
め
る
国
家
資
格
の
取

得
な
ど
と
は
縁
遠
い
と
こ
ろ

で
、
考
え
、
立
ち
尽
く
し
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
、
い
わ
ば
「
不
器

用
」
な
学
生
が
、「
こ
こ
ろ
」

と
向
き
合
い
、
多
様
な
切
り

口
か
ら
「
こ
こ
ろ
」
に
肉
薄

し
、
時
に
苦
悩
し
、
し
か
し

愚
直
に
歩
み
続
け
、
素
晴
ら

し
い
「
こ
こ
ろ
」
を
手
に
入

れ
、
卒
業
す
る
の
を
何
度
も

見
て
き
ま
し
た
。

　
本
学
心
理
学
科
は
、
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ず
、
そ
の
よ

う
な
学
生
に
出
会
い
、
歩
ん

で
い
く
た
め
に
、
今
後
も
熱

い
「
こ
こ
ろ
」
を
持
っ
て
教

育
・
研
究
に
向
き
合
っ
て
い
き

ま
す
。

　
西
村
信
勝
外
国
語
学
部
教
授
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
４
名
の
学
生
が
「
全
国
大
学
生

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（
Ｍ
Ｃ
Ｊ
）」（
主
催
＝
神
戸
市
外
国
語
大
学
内
同
コ
ン
テ

ス
ト
運
営
委
員
会
）
に
参
加
し
、
実
力
を
発
揮
。
11
月
９
日
、
神
戸
で
開
か
れ
た
決
勝
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
度
目
の
快
挙
で
す
。

は
自
身
が
得
た
お
給
料
で
購
入

し
て
も
ら
う
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン

を
す
る
こ
と
に
。

　
決
勝
大
会
進
出
が
決
定
し
た

の
は
10
月
16
日
の
た
め
、
本
番

ま
で
１
カ
月
を
切
る
状
態
。
英

語
の
特
訓
は
、
サ
ン
ド
ラ
棚
橋

外
国
語
学
部
准
教
授
が
主
に
行

い
ま
し
た
が
、ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・

ホ
ー
ン
先
生
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
マ

コ
ー
ミ
ッ
ク
先
生
も
英
語
の
授

業
で
出
場
学
生
に
発
表
の
チ
ャ

ン
ス
を
提
供
。
サ
ン
ド
ラ
准
教

授
は
「
こ
れ
が
外
国
語
学
部
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
！
」
と
誇
ら
し

　成澤区長は「今年は、区内の学校が高校総体などで多種目
にわたって全国制覇を成し遂げ、活躍しています。2020 年
東京オリンピック・パラリンピックの開催も決まり、スポー
ツに関する関心も高まっています。今後も切磋琢磨して頑
張ってください」と 3 選手にエールを送りました。成澤区長
から個々に表彰状を授与された選手たちは、「学校単位のチー
ムではなく選抜チームだったので、連携など困難なこともあ
りましたが、多くの人たちに支えられて優勝することができ
ました。この賞に恥じぬように今後も頑張ってまいります。
ありがとうございました」と緊張気味に挨拶。成澤区長のお
心遣いにより、会談は終始和やかなものになりました。

前列左から柳田さん、成澤区長、小林さん、田原さん、
後列左から清水教頭、吉田監督、島田副理事長

本学学生の流暢な英語
でのプレゼン（於：神
戸市外国語大学／写真
撮影＝神戸新聞）

前列左からサンドラ准教授、西村教
授、後列左から岩切さん、鈴木さん、
朝倉さん、杉浦さん

げ
。

　
そ
し
て
い
よ

い
よ
迎
え
た
決

勝
大
会
で
は
、

本
学
の
他
、
関

西
大
学
２
チ
ー

ム
、杏
林
大
学
、

甲
南
大
学
、
神

戸
市
外
国
語
大

学
、
慶
應
義
塾

大
学
、
法
政
大

学
の
７
大
学
８

チ
ー
ム
が
実
力

ン
グ
に
関
す
る
情
報
収
集
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
夏
休
み
返
上
で

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま

し
た
。

「
履
き
や
す
い
が
高
額
で
あ
る
」

同
製
品
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す

る
に
当
た
り
、当
初
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
新
社
会
人
に
絞
り
ま
し
た

が
、
金
額
的
に
無
理
と
判
断
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
親
・
祖
父
母
世

代
に
修
正
し
、「
入
社
祝
い
と

し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
「
家
族
の
絆

を
深
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

考
案
。
新
社
会
人
に
一
度
は
同

製
品
を
履
い
て
も
ら
い
、
そ
の

良
さ
を
実
感
し
た
上
で
、
次
回

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全
国
の

大
学
生
３
～
４
人
１
チ
ー
ム
で

シ
ン
プ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
審
査
員
及

び
観
衆
の
前
で
約
13
分
間
、
英

語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
大
会
で
、
今
年
３
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　
本
学
か
ら
出
場
し
た
の
は
、

外
国
語
学
部
の
杉
浦
湧
樹
さ
ん

（
３
年
）、朝
倉
彩
加
さ
ん（
同
）、

鈴
木
淑
乃
さ
ん
（
同
）、
岩
切

沙
樹
さ
ん
（
２
年
）
の
４
名
。

同
大
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン

サ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
ア
シ
ッ

ク
ス
か
ら
提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ

の
う
ち
、「
女
性
用
高
機
能
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ン
プ
ス『
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
』

の
販
売
促
進
戦
略
」
を
選
ん
だ

４
名
。
異
分
野
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

逃
し
ま
し
た
が
、
予
選
を
経
て

「
２
年
連
続
の
決
勝
大
会
出
場
」

と
い
う
偉
業
を
達
成
！

　
西
村
教
授
は
「
４
人
の
審
査

員
の
う
ち
２
人
が
本
学
に
２
位

と
３
位
を
入
れ
て
下
さ
っ
た
こ

と
が
後
で
わ
か
り
ま
し
た
。
来

年
は
リ
ベ
ン
ジ
だ
！
」。
出
場

学
生
４
人
は
、
他
の
大
学
に
よ

る
７
通
り
の
プ
レ
ゼ
ン
を
聴
く

こ
と
で
大
き
な
刺
激
を
受
け
、

英
語
力
に
益
々
磨
き
を
か
け
て

い
ま
す
。
４
人
に
よ
る
と
「
他

の
大
学
は
応
援
団
あ
り
」。

　
来
年
は
、「
文
京
学
院
応
援

団
」
を
結
成
し
て
、
い
ざ
神
戸

へ
！

　「
第
５
回
『
文
の
京
』
12
時

間
リ
レ
ー
・
３
時
間
マ
ラ
ソ
ン
」

（
主
催
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
石
川
、

後
援
＝
文
京
区
）が
10
月
19
日
、

文
京
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
12

時
間
リ
レ
ー
に
82
組
７
５
３

人
、
３
時
間
マ
ラ
ソ
ン
に
67
人

（
男
性
50
人
、女
性
17
人
）、ト
ー

タ
ル
で
８
２
０
人
が
参
加
し
、

今
で
は
文
京
区
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
大
学
祭
と
日
程
が
重

複
し
た
た
め
マ
ラ
ソ
ン
に
は

出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

テ
ー
ピ
ン
グ
や
ア
イ
シ
ン
グ
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
の

分
野
で
活
躍
。
そ
れ
を
一
手
に

担
う
の
は
、
本
学
保
健
医
療
技

術
学
部
理
学
療
法
学
科
の
卒
業

生
と
教
員
。
福
井
勉
理
学
療
法

学
科
長
・
教
授
の
指
揮
の
も
と
、

理
学
療
法
士
の
国
家
資
格
を
持

つ
卒
業
生
有
志
と
教
員
が
、
毎

年
、
黙
々
と
ラ
ン
ナ
ー
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。中
に
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
有
休
を
と
っ

て
馳
せ
参
じ
る
卒
業
生
も
。

　
今
年
は
１
期
生
の
廣
瀬
悟
侍

さ
ん
・
豊
田
裕
司
さ
ん
・
竹
澤

美
穂
さ
ん
・
西
田
直
弥
さ
ん
・

廣
江
圭
史
さ
ん
、
石
田
智
子
さ

ん
、
２
期
生
の
西
晃
葉
さ
ん
・

成澤文京区長より表彰状授与

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
１
位
は
慶
應
義
塾
大
学
、

２
位
は
甲
南
大
学
、
３
位
は
法

政
大
学
。
本
学
は
３
位
入
賞
は

川
合
健
太
さ
ん
・
杉
浦
恵
実
さ

ん
、３
期
生
の
森
安
成
美
さ
ん
、

４
期
生
の
稲
葉
篤
さ
ん
・
堀
内

香
那
さ
ん
・
宮
本
綾
香
さ
ん
・

本
間
美
妃
さ
ん
・
塚
越
航
さ
ん
・

水
越
綾
香
さ
ん
が
、
実
社
会
で

鍛
え
た
実
力
を
発
揮
。

　
福
井
教
授
は
じ
め
具
志
堅

敏
・
中
俣
修
各
准
教
授
、
正
保

哲
・
上
田
泰
久
各
助
教
、
大
川

孝
浩
・
加
藤
太
郎
・
千
代
丸
正

志
・
渡
部
直
子
各
助
手
ら
が
卒

業
生
を
温
か
く
見
守
り
、
時
間

帯
に
よ
っ
て
ラ
ン
ナ
ー
の
ケ
ア

に
務
め
ま
し
た
。

　
12
時
間
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
行
っ
た
人
数
は
１
８
８

名
、
テ
ー
ピ
ン
グ
、
ア
イ
シ
ン

グ
の
み
行
っ
た
人
数
は
26
名
、

延
べ
人
数
２
１
４
名
で
し
た
。

利
用
者
か
ら
は
、「
あ
な
た
た

ち
の
よ
う
な
人
が
い
て
く
れ

る
と
心
強
い
」
と
い
う
感
想

が
あ
り
、
一
同
の
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
教

師
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
理
学
療
法

士
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た

卒
業
生
も
い
ま
し
た
。

　
島
田
燁
子
学
園
長
も
会
場

に
駆
け
つ
け
、
卒
業
生
た
ち

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

大学
『
文ふ

み

の
京

み
や
こ

』
12
時
間
リ
レ
ー
・
３
時
間
マ
ラ
ソ
ン

理
学
療
法
学
科
卒
業
生
が
ラ
ン
ナ
ー
ケ
ア
で
実
力
発
揮
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地域の方々に見守られて学生が成長
　
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
学
校
、
行
政
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
の

方
々
と
学
生
と
の
協
働
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
方
々
と
の
関
わ

り
を
形
成
し
、
そ
れ
を
繋
ぐ
役
割
を
担
う
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
育
成
。
学
生
た
ち

は
、
様
々
な
人
々
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
経
験
を
積
み
、
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
９
月
28
日
に
地
域
の
方
々
の
前
で
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
次
の
メ

ン
バ
ー
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

特集
「
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
す
る
学
生
た
ち
」

地域の方々に見守られて学生が成長
　
―
―
報
告
会
の
前
後
で
、

活
動
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た

か
？
　
　
　

　
細
谷
　
今
ま
で
あ
ま
り
に

も
多
く
の
活
動
を
行
っ
て
き

た
上
、
そ
れ
ぞ
れ
が
情
報
の

共
有
を
し
な
か
っ
た
た
め
、

理
学
科
や
児
童
発
達
学
科
な
ど

か
ら
沢
山
の
学
生
が
集
ま
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

細谷さん

山田さん

　
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
「
誇

れ
る
大
学
」「
完
全
燃
焼
で
き

る
大
学
」
を
目
指
す
べ
き
大
学

像
と
し
て
掲
げ
、
学
生
・
教
員
・

職
員
が
三
者
協
働
で
そ
の
理
念

を
目
指
す
た
め
の
「
Ｓ
Ｌ
Ｆ
委

員
会
」（Student Leaders 

Forum

）
を
組
織
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
学
生
委
員
を

ま
と
め
る
の
は
学
生
自
治
会
本

部
の
内
田
晶
子
会
長
（
外
国
語

学
部
３
年
）。
Ｓ
Ｌ
Ｆ
学
生
委

員
長
と
し
て
各
学
生
団
体
委
員

長
と
共
に
、
在
学
生
が
よ
り
良

い
環
境
の
中
で
学
生
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
日
々
奔
走
し
て
い

ま
す
。

　
同
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
禁

煙
マ
ナ
ー
向
上
お
よ
び
禁
煙
を

呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
、
公
募
作
品

を
10
月
19
・
20
日
に
行
わ
れ
た

文
京
祭
で
展
示
。
本
学
学
生
・

一
般
来
場
者
に
よ
る
投
票
に
よ

り
、
次
の
学
生
が
入
賞
し
ま
し

た
（
敬
称
略
）。

　【
最
優
秀
賞
】
安
部
静
（
外

国
語
学
部
３
年
）【
優
秀
賞
】

加
藤
洋
介
（
経
営
学
部
２
年
）、

岡
本
ひ
か
る
（
同
２
年
）、
木

下
奏
（
同
２

年
）、
高
木
哲

平
（
同
４
年
）、

岩
谷
雪
代
（
同

４
年
）、
菊
地

野
々
花
（
同
３

年
）、
鈴
木
俊

太
（
同
３
年
）、

佐
藤
美
寿
希

（
外
国
語
学
部

１
年
）、
大
橋

「社会問題支援グループ」 フィリピン・
マーシン村の子どもたちと

最優秀賞の作品を持つ安部さん
（左）と内田委員長

　
経
営
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議

会
主
催
の
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
オ
ー

プ
ン
大
会
」
が
11
月
16
日
、
本

郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
本
学
は
じ
め
大

東
文
化
大
学
、
専
修
大
学
、
日

本
大
学
な
ど
の
学
生
で
満
席
に

な
り
、
開
会
式
後
に
各
教
室
へ

分
散
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
ゼ
ミ
（
新
田
教

授
）、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
ゼ

ミ
（
池
田
教
授
）、　
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
研
究
ゼ
ミ
（
馬
渡
教
授
）

の
各
班
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ

　
細
谷
　
し
か
し
、
僕
た
ち
の

受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い
な

い
と
い
う
課
題
も
残
り
ま
し

た
。

　
鳥
羽
　
勉
強
会
を
積
極
的
に

行
わ
な
い
と
、
自
分
た
ち
の
活

動
の
意
味
や
特
性
が
わ
か
り
ま

せ
ん
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
化
し
た

後
、
積
極
的
に
勉
強
会
を
開
く

ケ
ー
ス
が
増
え
て
良
い
傾
向
だ

と
思
い
ま
す
。

　
外
国
語
学
部
と
経
営
学
部
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
に
よ
る

報
告
会
が
11
月
20
日
、
本
郷

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
次
の
３
年
生
が
お
世
話
に

な
っ
た
企
業
・
区
役
所
・
事
務

所
な
ど
か
ら
お
招
き
し
た
方
々

の
前
で
、
心
を
込
め
て
発
表
し

ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　【
外
国
語
学
部
】
★
日
本
航

空
株
式
会
社
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支

店
＝
橘
沙
奈
★
日
本
航
空
株
式

会
社
大
連
支
店
＝
平
岩
里
菜
★

サ
イ
パ
ン
ア
ク
ア
リ
ゾ
ー
ト
＝

小
池
潤
★
ホ
テ
ル
・
ニ
ッ
コ
ー 

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
＝
東
海
林

彩
女
★
株
式
会
社
日
本
旅
行

オ
ー
エ
ム
シ
ー
ト
ラ
ベ
ル
＝
松

岡
愛
実
★
文
京
区
役
所
＝
高
橋

愛
★
衆
議
院
議
員
秘
書
＝
福
田

有
紀
子
★
グ
ア
ム
オ
ン
ワ
ー
ド

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
＝
大
畑
優
衣

★
株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
オ
フ
ィ

ス
＝
玉
置
雪
那
★
株
式
会
社
三

松
＝
山
田
有
莉
★
株
式
会
社
内

田
洋
行
＝
山
之
内
夏
帆
。

　
司
会
は
五
十
立
な
ほ
、
深
津

友
紀
。
挨
拶
は
千
葉
隆
一
キ
ャ

リ
ア
委
員
会
委
員
長
（
外
国
語

学
部
教
授
）。
企
業
代
表
講
評

は
、
株
式
会
社
日
本
旅
行
オ
ー

エ
ム
シ
ー
ト
ラ
ベ
ル
業
務
推
進

部
総
務
チ
ー
ム
担
当
部
長
・
角

倉
洋
介
氏
。

　【
経
営
学
部
】
★
株
式
会
社

内
田
洋
行
＝
中
村
滉
★
フ
ク
ダ

電
子
株
式
会
社
＝
岡
田
瑛
子
★

愛
知
株
式
会
社
＝
長
谷
見
和
英

★
追
分
通
り
三
面
大
黒
天
商
栄

会
＝
和
田
篤
史
★
株
式
会
社
明

治 

戸
田
工
場
＝
宇
田
川
栞
★

株
式
会
社
ミ
ド
ル
ウ
ッ
ド
＝
岸

茉
耶
★
後
藤
法
律
事
務
所
＝
大

家
杏
樹
★
株
式
会
社
角
川
ア
ス

キ
ー
総
合
研
究
所
＝
橋
本
駿
。

　
司
会
は
細
谷

亮
太
、
油
木
翔

平
。
挨
拶
は
新

田
都
志
子
キ
ャ

リ
ア
委
員
会
委

員
長
（
経
営
学

部
教
授
）。
企

業
代
表
講
評

は
、
株
式
会
社

フ
ォ
ー
バ
ル
人

事
部
担
当
課

長
・
新
井
圭
治
氏
。

　
報
告
会
終
了
後
は
、
会
場
を

B,s
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
移
し
、
懇
親

会
を
実
施
。
参
加
は
36
社
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
川
邉
信
雄
学

長
、
島
田
燁
子
学
園
長
の
挨
拶

に
続
き
、
株
式
会
社
第
一
ホ
テ

外国語学部インターンシップ生の発表

経営学部インターンシップ生の発表
経営学部・橋本委員長（左）
と長谷見副委員長

外国語学部・青木委員長（左）
と福田副委員長

在
、
喫
煙
所
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
内
田
委
員
長
は
、「
公

募
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｌ
Ｆ
委
員
会

統
括
の
林
寛
美
副
学
長
／
経
営

学
部
教
授
が
経
営
学
部
コ
ン
テ

ン
ツ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
攻

の
先
生
方
に
広
く
呼
び
か
け
て

く
だ
さ
り
、
プ
ロ
級
の
作
品
が

集
ま
り
ま
し
た
。
学
生
主
体
で

禁
煙
推
進
の
活
動
が
で
き
た
こ

と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
成
果
を
喜
び
ま
し
た
。

堂々たるプレゼン

ディベートで熱い闘いを展開

「
オ
ー
プ
ン
大
会
」今
年
も
大
盛
況

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

協
議
会
主
催

大
学 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会

19
人
が
堂
々
と
発
表

細
谷
貴
史
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
学
科
４
年
）、
土
谷
亮
（
同
３
年
）、
鳥
羽
純

礼
（
同
３
年
）、山
田
洋
輔
（
同
３
年
）、齊
藤
麻
友
（
同
２
年
）、深
井
陽
菜
（
同
２
年
）

組
織
を
見
直
し
改
善
策
に
取
り
組
む

「
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か

判
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
皆
で
改
善
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

活
動
を
大
き
く
４
つ
に
ま
と

め
、
定
例
会
を
開
き
、
組
織
の

立
て
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　
山
田
　
外
部
の
方
々
に
も
判

り
易
い
よ
う
に
、
活
動
を
「
環

境
教
育
」「
農
」「
社
会
問
題
支

援
」「
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
グ

ル
ー
プ
に
分
け
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
土
谷
　
参
加
学
生
を
増
や
す

た
め
に
広
報
活
動
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。
４
月
に
各
教
室
を
回

り
、
１
年
生
向
け
の
説
明
会
を

数
多
く
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
会
学
科
は
勿
論
の
こ
と
、
心

活
動
を
ス
リ
ム
に
４
グ
ル
ー
プ
分
け

勉
強
不
足
克
服
で
地
域
の
力
に

現
場
の
方
々
と
話
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
回
答
で
き
な

活
動
で
、
勉
強
不
足
の
ま
ま
作

付
け
し
た
の
で
、
き
ち
ん
と
学

ん
で
そ
の
意
味
を
理
解
し
て
か

ら
行
う
べ
き
で
し
た
。
２
年
生

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
一
部
の
学
生
だ
け

に
水
や
り
の
負
担
が
か
か
っ
た

こ
と
も
反
省
点
で
す
。
で
も
、

自
分
が
植
え
た
種
が
き
ち
ん
と

育
つ
の
を
見
て
、「
す
ご
い
！
」

と
感
動
し
ま
し
た
。
普
段
、
人

地
域
と
深
ま
る
信
頼
関
係

　
―
―
地
域
の
方
々
の
反
応
は

い
か
が
で
す
か
？
　
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
、
言
葉
な
ど
も
。

　
土
谷
　
11
月
に
「
森
の
ム
ッ

レ
教
室
」が
終
わ
り
ま
し
た
が
、

活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
・
保
護

者
・
学
生
の
距
離
が
と
て
も
近

く
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
の
活

動
の
中
で
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

は
な
く
学
生
も
成
長
し
、
そ
し

て
別
れ
が
あ
る
訳
で
す
が
、
中

に
は
思
い
入
れ
が
強
ま
る
子
ど

も
も
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
は

「
ま
た
来
ま
す
」
と
い
う
言
葉

を
い
た
だ
き
、
僕
た
ち
の
活
動

が
無
駄
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
細
谷
　
幼
稚
園
で
は
お
と
な

し
い
け
れ
ど
、
土
谷
君
と
一
緒

だ
と
元
気
に
な
る
子
ど
も
も
い

ま
す
よ
ね
。

　
土
谷
　
お
互
い
様
で
す（
笑
）。

　
山
田
　
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
収
穫
祭

が
終
わ
り
、
地
域
の
方
々
と
の

定
例
会
で
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

写
真
を
ム
ー
ビ
ー
に
し
て
流
し

た
の
で
す
が
、
と
て
も
喜
ん
で

い
た
だ
け
て
苦
労
し
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。

　
細
谷
　
初
対
面
の
人
か
ら

も
「
細
谷
は
成
長
し
た
ね
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
笑
）。
３
月
に
卒
業
す
る
僕
に

対
し
て
皆
さ
ん
が
「
地
域
に

残
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉

を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
自
分
も

そ
う
希
望
し
ま
す
が
、
自
分
の

人
生
設
計
と
し
て
は
色
々
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
動
し
て
勉
強

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
鳥
羽
　
た
だ
や
り
た
い
こ
と

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
だ

鳥羽さん

土谷さん

深井さん

齊藤さん

大学  ＳＬＦ委員会

学生主体で
ポスターコンクール

静
枝
（
経
営
学
部
２
年
）、
金

澤
直
人
（
同
３
年
）、
原
澤
美

保
（
同
２
年
）、飯
居
信
充
（
同

４
年
）、春
山
侑
紀
（
同
４
年
）。

　
最
優
秀
賞
の
安
部
さ
ん
は
、

「
私
は
タ
バ
コ
が
嫌
い
で
、
洋

服
や
髪
の
毛
に
臭
い
が
つ
く
の

が
と
て
も
嫌
で
す
。
タ
バ
コ
の

害
は
皆
さ
ん
が
ご
存
知
で
す
か

ら
、
禁
煙
し
て
く
れ
る
と
い
い

な
と
願
っ
て
描
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
。
安
部
さ
ん
の
作
品
は
現

な
ど
、
興
味
あ
る
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

　
デ
ィ
ベ
ー
ト
能
力
を
競
う
フ

レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ
で
は
、「
楽

天
vs
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
～
日
本
の

ｅ
コ
マ
ー
ス
市
場
を
制
す
る
の

は
ど
ち
ら
か
？
」
を
演
題
に
、

前
出
の
４
大
学
が
楽
天
側
と
Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
側
に
分
か
れ
て
大

弁
舌
を
振
る
い
合
い
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
経
営
史
研
究
ゼ
ミ

（
川
邉
教
授
・
島
田
教
授
）
が

参
加
し
、
激
戦
の
末
、
一
勝
一

敗
の
成
績
。

　
他
大
学
の
参
加
学
生
か
ら

は
「
来
年
も
来
た
く
な
る
良
い

ム
ー
ド
の
大
会
！
　
聞
い
て
い

る
だ
け
で
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」
と
い
う
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境
教
育
に
関
す
る
研
究

と
、
実
践
的
活
動
を
通
じ
た
学
生
教
育
を
目
的
と
し
て
、
ふ
じ

み
野
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
本
セ

ン
タ
ー
で
活
動
す
る
学
生
に
対
し
て
、
所
属
す
る
学
部
学
科
の

専
門
領
域
に
付
加
す
る
専
門
的
な
実
践
能
力
を
育
成
し
て
い
ま

す
。

　
我
々
の
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う
活
動
に
加
え
て
、
地
域
と
の
交

流
や
協
働
し
た
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
島
県
逢
瀬
町
な
ど
の
国
内
、
そ
し

て
海
外
で
の
活
動
も
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
「
地
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」
と
強
く
意
識
し
て
い

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
生
は
地
域
で
の
活
動
に
際
し
て
は
、
常
に
主
体
的
に

取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
よ
う
検
証
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
活
動
し
て
い
る
学
生
は
、
自
ら
の
成
長
に
資
す
る
学
習
・
研
究
活
動
を
行
う

よ
う
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
な
ど
で
の
実
践
は
、
我
々
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
学
関
係

者
や
、
地
域
で
の
活
動
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
け
る
す
べ
て
の
方
々
の
存
在
が
あ
っ
て
成
立

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
共
に
、
我
々
の
学
習
や
経
験
は
関
わ
る
方
々

と
の
「
シ
ェ
ア
」
か
ら
得
ら
れ
ま
す
。
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
我
々
は
、
地

域
の
方
々
と
共
に
生
き
て
い
く
存
在
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「農グループ」 土の感触を味わいな
がら NORA での田植え

「環境教育グループ」 森のムッレ教室で
子どもたちと仲良しに

「まちづくりグループ」 たなばた祭りで逢瀬町
の野菜を代行販売

ン
ス
は
達
成
感
が
あ
り
、
こ

の
経
験
を
次
回
ど
の
よ
う
に

活
か
そ
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
普
段
、
先
輩
を
頼
り
過

ぎ
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
自

分
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば

け
な
の
に
「
す
ご
い
ね
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

き
っ
と
私
た
ち
の
よ
う
な
学

生
は
め
ず
ら
し
い
の
で
す
ね

（
笑
）。

　
細
谷
　
鳥
羽
さ
ん
は
本
当
に

人
見
知
り
で
し
ゃ
べ
ら
な
か
っ

た
の
に
、
今
で
は
よ
く
し
ゃ
べ

り
ま
す
よ
ね
（
笑
）。

　
深
井
　
地
域
の
会
議
で
は

「
若
い
人
の
意
見
が
ほ
し
い
」

と
私
た
ち
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
と
思
え
る
言
葉
、
活
動
中

は
「
文
京
学
院
に
は
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
疲
れ
が
吹
き
飛
び

ま
す
！

　
齊
藤
　
片
づ
け
な
ど
当
た
り

前
の
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
な

の
に
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言

わ
れ
た
り
、「
学
生
は
何
も
言

わ
な
く
て
も
自
分
で
動
い
て
く

れ
る
か
ら
い
い
」
と
よ
ろ
こ
ん

で
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で

す
ね
。

　
細
谷
　
地
域
の
方
々
と
の
関

係
が
深
ま
る
ほ
ど
、
本
音
で
話

し
た
り
叱
っ
た
り
し
て
く
だ
さ

る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。「
地

域
は
家
族
」
と
同
じ
で
す
。
今

回
、
活
動
報
告
会
を
行
う
に
あ

た
り
、
ふ
じ
み
野
市
役
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
広
報
活
動
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
の
活
動
は
、
色
々
な

方
々
の
お
力
添
え
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い

　
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
感

じ
た
こ
と
を
。

　
山
田
　
そ
れ
ぞ
れ
現
場
で
活

動
写
真
を
撮
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
見
る
と
学
生
同
士
が
固
ま
っ

て
い
て
、
地
域
の
方
々
と
交

わ
っ
て
い
る
シ
ー
ン
が
少
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。「
ふ
ぁ
ー
み

ん
」
で
は
、
夏
休
み
に
入
る
と

ど
う
し
て
も
野
菜
へ
の
水
や
り

が
不
十
分
に
な
る
の
で
、
改
善

の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

　
土
谷
　
活
動
報
告
の
際
に
質

問
を
い
た
だ
い
て
も
、
十
分
な

回
答
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

で
、
自
分
の
勉
強
不
足
を
感
じ

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
情
報
を

共
有
し
て
発
表
時
の
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
作
れ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
鳥
羽
　
報
告
会
で
「
フ
ィ
リ

ピ
ン
支
援
」
に
つ
い
て
話
し
た

の
で
す
が
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

に
関
し
て
現
地
で
の
コ
ー
ヒ
ー

の
価
格
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。実
際
に
現
場
に
行
き
、

く
だ
さ
い
ね
。

　
齊
藤
　
は
い
！

　
深
井
　
報
告
会
の
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
作
成
時
、
ま
ち
づ

く
り
は
地
域
の
方
々
と
連
携

し
て
企
画
し
ま
す
が
、
学
生

企
画
の
場
合
は
担
当
者
の
考

て
、
後
輩
が
皆
さ
ん
の
前

で
緊
張
感
を
持
っ
て
発
表

す
る
と
い
う
経
験
を
積
ん

で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
抱

き
な
が
ら
大
き
く
成
長
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

地
域
の
方
々
と
共
に

柄
田
毅 

環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
／
人
間
学
部
准
教
授

ル
両
国
総
務
人
事
担
当

部
長
・
吉
武
貴
氏
が
乾

杯
の
ご
発
声
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
委
員
会

教
員
紹
介
の
後
、
ダ
ン

ス
部
に
よ
る
軽
快
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

橋
本
駿
委
員
長
（
経
営

学
部
）
と
青
木
香
奈
子

委
員
長（
外
国
語
学
部
）

が
閉
会
挨
拶
を
行
い
、

会
場
に
大
き
な
拍
手
が

鳴
り
響
き
ま
し
た
。

大学

れ
の
研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
熱
い
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

例
え
ば
新
田
ゼ
ミ
２
年

のH.O.G.

班
は
「
メ

ン
ズ
ス
キ
ン
ケ
ア
市
場

の
今
」
を
テ
ー
マ
に
、

実
態
調
査
、
企
業
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
実

施
。
同
市
場
に
は
潜
在

需
要
が
あ
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
提
案
や
課
題

し
て
マ
ー
シ
ン
村
の
子
ど

も
た
ち
に
ゴ
ミ
の
分
別
を

教
え
る
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

「
も
っ
た
い
な
い
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
を
行
い
、
ゴ
ミ

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。さ
ら
に「
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
じ
み

野
」
の
方
々
と
「
東
北
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
２
つ
と
も
私

た
ち
学
生
が
企
画
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
深
井
　「
ま
ち
づ
く
り

い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
齊
藤
　「
ふ
ぁ
ー
み
ん
」
の

　
こ
れ
ま
で

は
先
輩
が
立

て
る
企
画
に

乗
る
だ
け
で

し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
私

た
ち
が
企
画

す
る
番
だ
と

思
う
と
楽
し

み
で
す
。

　
細
谷
　
自

由
に
企
画
で

き
る
反
面
、

自
分
に
責
任

が
か
か
っ
て

く
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で

グ
ル
ー
プ
」
は
、
ふ
じ
み
野
地

域
の
活
性
化
を
主
な
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

夏
に
は
、
上
福
岡
駅
前
を
中
心

に
行
わ
れ
る「
た
な
ば
た
祭
り
」

で
、
逢
瀬
町
の
野
菜
代
行
販
売

ブ
ー
ス
を
出
し
た
り
、「
ナ
イ

ト
バ
ザ
ー
ル
」
で
は
、
ゾ
ウ
の

フ
ン
か
ら
作
る
ゾ
ウ
さ
ん
ペ
ー

パ
ー
の
ブ
ー
ス
を
出
し
て
協
力

し
ま
し
た
。
11
月
14
日
～
17
日

に
は
、
上
福
岡
駅
周
辺
の
色
々

な
飲
食
店
で
食
事
を
楽
し
む

「『
福
』
バ
ル
」
を
手
伝
い
ま
し

た
。「
福
」
は
上
福
岡
と
ハ
ッ

ピ
ー
、「
バ
ル
」
は
Ｂ
Ａ
Ｒ
（
ス

ペ
イ
ン
語
読
み
＝
バ
ル
）
の
意

味
で
す
。

　
鳥
羽
　
ゾ
ウ
さ
ん
ペ
ー
パ
ー

は
、
過
酷
な
労
働
に
従
事
し
て

い
る
世
界
中
の
傷
つ
い
た
ゾ
ウ

の
治
療
を
行
う
病
院
支
援
の
た

め
に
、
ゾ
ウ
が
置
か
れ
て
い
る

現
況
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め

の
活
動
で
す
。
フ
ン
は
、
横
浜

の
ズ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
先
日
、
ズ
ー
ラ
シ

ア
を
訪
れ
、
現
場
で
ゾ
ウ
に
関

す
る
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し

た
。

　
細
谷
　
今
ま
で
は
、
ふ
じ
み

野
市
環
境
基
本
計
画
の
部
会
活

動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
行
政

の
中
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
行
う
活
動
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
空
き
店
舗
を
借
り
た
活

動
を
通
し
て
商
店
の
方
々
と
の

繋
が
り
も
で
き
た
こ
と
で
、
今

年
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝

い
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ

い
て
具
体
的
な
お
話
を
。

　
山
田
　「
農
グ
ル
ー
プ
」
は
、

主
に
農
業
の
活
性
化
に
関
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
エ
コ

田
ん
ぼ
・
ビ
オ
ト
ー
プ
Ｎ
Ｏ
Ｒ

Ａ
」
と
い
う
田
ん
ぼ
作
業
や
、

大
学
内
で
「
ふ
ぁ
ー
み
ん
」
と

呼
ぶ
畑
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
ト
マ
ト
、
オ
ク

ラ
、
大
豆
、
さ
つ
ま
い
も
を
植

え
ま
し
た
。
さ
つ
ま
い
も
の
収

穫
を
終
え
た
の
で
、
焼
き
芋
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自

分
た
ち
で
畑
づ
く
り
を
し
て
育

て
た
野
菜
を
自
分
た
ち
で
消
費

す
る
の
が
「
ふ
ぁ
ー
み
ん
」
で

す
。
さ
ら
に
、
福
島
県
逢
瀬
町

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
福
島
産

の
野
菜
の
代
行
販
売
も
し
て
い

ま
す
。

　
土
谷
　「
環
境
教
育
グ
ル
ー

プ
は
、
環
境
教
育
を
通
じ
て
学

生
が
同
じ
目
線
で
子
ど
も
に
寄

り
添
い
、
自
分
た
ち
も
成
長
で

き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
主
な
も
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
生
ま
れ
た
五
感
を
使
っ

た
５
～
６
歳
児
対
象
の
環
境
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
森
の
ム
ッ
レ

教
室
」、
小
学
生
低
学
年
対
象

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
今
年
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
「
イ
オ

ン
チ
ア
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」、
年
少

児
対
象
で
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら

環
境
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
「
森

の
ク
ニ
ュ
ー
タ
ナ
教
室
」で
す
。

　
鳥
羽
　「
社
会
問
題
支
援
グ

ル
ー
プ
」
は
、「
地
域
の
何
で

も
屋
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
農
村
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
通
学
支
援
を
し
て
い
る

「
ク
ス
タ
カ
リ
ン
ク
」
の
方
々

と
一
緒
に
、毎
年
２
月
に「
フ
ィ

リ
ピ
ン
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
に

行
き
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流
。

今
回
は
、
環
境
教
育
の
一
環
と

か
っ
た
こ
と
が
悔
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
、「
も
っ
た
い
な
い

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ

前
に
立
つ
こ
と
は
な
い
の
で
、

報
告
会
で
市
民
の
方
々
を
前
に

発
表
で
き
た
こ
と
は
良
い
経
験

で
し
た
。

え
で
決
め
て
し
ま
う
場
合
が
あ

る
の
で
、
他
の
学
生
の
意
見
を

き
ち
ん
と
聞
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
色
々
な
方
と
関
わ

る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
活
動

は
と
て
も
楽
し
い
で
す
し
、
地

域
の
方
々
が
私
の
名
前
を
覚
え

て
い
て
く
だ
さ
る
と
と
て
も
う

れ
し
い
！
　
地
域
の
方
々
と
学

生
と
の
会
議
で
は
、
学
生
の
意

見
を
採
り
入
れ
て
く
だ
さ
る
の

で
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
「
環
境
フ
ェ
ア
」（
主

催
＝
ふ
じ
み
野
市
）
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「Let ,s go

ふ
じ
み
野

～
地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
ま

ち
～
」も
学
生
案
で
す
。「『
福
』

バ
ル
」
で
も
、
参
加
者
に
木
札

を
下
げ
て
い
た
だ
く
案
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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大
学 

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス
「
日
本
舞
踊
研
究
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
舞
で
自
己
成
長

21
大
学
が
本
校
で
説
明
会
実
施

『
杉
原
千
畝
の
決
断
』
上
映
と
講
演
会
実
施

「
新
・
文
明
の
旅
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
委
員
会

訪
問
に
つ
い
て
椛
木
部
長
は
、

「
普
段
は
あ
や
め
祭
で
の
舞
台

発
表
だ
け
な
の
で
、
高
齢
者
施

設
に
行
く
こ
と
で
程
よ
い
緊
張

感
が
あ
り
、
間
延
び
し
な
い
で

練
習
に
励
め
る
」
と
前
向
き
。

山
田
前
部
長
が
日
舞
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
「
着
物
へ
の
興

味
」。
そ
れ
ゆ
え
に
華
道
部
に

も
所
属
し
て
い
る
着
物
男
子
。

最
初
の
舞
台
で
は
膝
が
震
え
る

ほ
ど
緊
張
し
ま
し
た
が
、
数
多

く
人
前
に
立
つ
こ
と
で
度
胸
が

つ
い
た
と
の
こ
と
。
山
田
前
部

長
に
続
く
男
子
が
い
な
い
た

め
、
男
舞
の
後
継
者
と
し
て
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
唯
一
、

保
健
医
療
技
術
学
部
に
所
属
す

る
鴻
巣
さ
ん
。
袴
姿
で
山
田
前

部
長
か
ら
『
黒
田
節
』
の
特
訓

を
受
け
て
い
ま
す
。
小
菅
副
部

長
は
「
日
舞
は
全
く
堅
苦
し
い

も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は
学

年
に
関
係
な
く
和
気
あ
い
あ
い

と
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
に
も
こ
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」。

　
金
子
教
授
は
「
踊
る
姿
を
喜

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
踊
る
喜

び
に
繋
が
り
、
そ
れ
が
学
生
た

ち
の
存
在
感
を
高
め
て
、
自
己

成
長
に
繋
が
り
ま
す
」と
笑
顔
。

５
歳
か
ら
日
舞
を
始
め
た
金
子

教
授
は
、
大
学
生
で
名
取
と
な

り
、
学
術
博
士
・
臨
床
心
理
士

と
し
て
学
生
指
導
に
当
た
る
現

在
も
、「
花
柳
寿
院
」
と
し
て

活
躍
中
。
９
月
23
日
に
は
、
国

立
劇
場
（
大
劇
場
）
で
行
わ
れ

た
「
第
49
回
推
薦
名
流
舞
踊
大

会
」
で
華
麗
な
舞
を
披
露
。
今

年
で
17
回
目
の
舞
台
を
務
め
ま

し
た
。
同
大
会
は
、
東
京
新
聞

　
ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
日
本
舞
踊
研
究
会
」
メ
ン
バ
ー
が
、
顧
問
の
金
子
智
栄
子

人
間
学
部
教
授
に
よ
る
指
導
を
受
け
、
メ
キ
メ
キ
と
上
達
。
大
学
を
離
れ
、
年
３
回
の
施

設
訪
問
も
楽
し
く
行
い
、
地
域
の
高
齢
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
高
齢
者
施
設
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に
出

掛
け
、
日
舞
の
日
頃
の
練
習
成

果
を
披
露
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
話
し
相
手
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
る
の
は
「
日
本
舞
踊
研

究
会
」
の
次
の
面
々
。
部
長
＝

椛か
ば
き木
千ち

か夏
さ
ん
（
人
間
福
祉
学

科
２
年
）、
副
部
長
＝
小
菅
菜

穂
子
さ
ん
（
児
童
発
達
学
科
２

年
）、
前
部
長
＝
山
田
耕
平
さ

ん
（
心
理
学
科
４
年
）、
前
副

部
長
＝
岸
美
歩
さ
ん
（
人
間
福

祉
学
科
４
年
）、
吉
永
彩
夏
さ

ん
（
同
１
年
）、
鴻
巣
明
日
香

さ
ん
（
臨
床
検
査
学
科
１
年
）、

井
澤
佑
季
子
さ
ん
（
心
理
学
科

１
年
）。

　
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
『
ソ
ー
ラ

ン
節
』『
黒
田
節
』
な
ど
の
民

謡
を
は
じ
め
、
Ｃ
Ｍ
か
ら
採
っ

た
『
夜
の
踊
り
子
』
な
ど
現
代

の
曲
に
も
挑
戦
し
、
皆
で
振
付

け
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
施
設

高校

大学

本学ほか昭和女子大学短期大学部、立教女学院短期大学、青山
学院女子短期大学、共立女子短期大学、実践女子短期大学、東
京立正短期大学が出場。
　Christopher A.Pitts 委員（共立女子短期大学准教授）の司
会により、まずは若林一美委員長（立教女学院短期大学学長）
が開会挨拶。続いて、前年度優勝校の青山学院女子短期大学
より優勝杯が返還されました。George Wallace 大東文化大学
准教授、Kathryn Zidonis 平成国際大学准教授、田中真紀子神
田外語大学教授ら審査員と、本学の島田燁子学園長紹介の後
に、日本英語検定協会の佐藤祐太氏が英検創設 50 周年に関す
るゲストスピーチを流暢な英語で行い、出場者にエールを送り
ました。いよいよ出場者が登壇すると、会場には一気に熱気
が立ち込めて、パワフルなスピーチが展開されました。本学
からは、2 年生の森田弥紗さんが出場。「THE HELL OF JOB 
HUNTING」をタイトルに、画一化された就職活動について
疑問を呈するスピーチを行い、学生たちの共感を呼びました。
　熱戦の末、今年の優勝は立教女学院短期大学、準優勝は青山
学院女子短期大学が射止めました。森田さんは「学内のスピー
チコンテストを経て今回出場しましたが、とても緊張しました。
賞には至りませんでしたが、話したかった JOB HUNTING に
ついてスピーチできましたし、他短大生のスピーチを聞くこと
ができてとても勉強になりました」とやり切った表情。
　本学短期大学は平成 26 年度より 4 年制大学に一体化するた
め、惜しくも今回が最後の出場。島田学園長の深い思いにより
本学で開催し、盛大なコンテストとなりました。

和気あいあいと集合写真（前列左
から 5人目が森田さん）

　
進
路
指
導
部
（
佐
藤
泰
正
部

長
）
主
催
に
よ
る
高
校
３
年
生

対
象
の
「
直
前
進
路
説
明
会
」

が
、
11
月
６
日
と
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
本
校
で
実
施
さ

れ
、次
の
21
大
学
（
短
大
含
む
）

が
来
校
し
ま
し
た
。

　【
11
月
６
日
】
亜
細
亜
大
学

／
亜
細
亜
大
学
短
期
大
学
部
、

北
里
大
学
、
工
学
院
大
学
、
駒

澤
大
学
、
成
蹊
大
学
、
聖
徳
大

学
／
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
、

玉
川
大
学
、
東
邦
大
学
、
日
本

女
子
大
学
。

　【
11
月
13
日
】
大
妻
女
子
大

学
／
大
妻
女
子
大
学
短
期
大
学

部
、
杏
林
大
学
、
國
學
院
大
學
、

昭
和
女
子
大
学
、
専
修
大
学
、

中
央
大
学
、
帝
京
大
学
／
帝
京

成蹊大学担当者の説明に聴き入る生徒たち

鴻巣さんに『黒田節』を伝授
する山田前部長（左）

前列左から椛木部長、金子教授、小
菅副部長、後列左から山田前部長、
岸前副部長、鴻巣さん、井澤さん、
吉永さん

の
日
本
舞
踊
家
の

発
表
の
場
で
あ
る

「
た
つ
な
会
」
に

も
多
数
出
演
。
本

来
、
若
手
は
出
演

で
き
な
い
舞
台
で

す
が
、
金
子
教
授

か
ら
日
舞
の
み
な

ら
ず
礼
儀
作
法
も

み
っ
ち
り
と
指
導

を
受
け
た
本
学
の

学
生
た
ち
は
、
由

緒
あ
る
舞
台
で
舞

　「ASIAGRAPH 2013 in 
Tokyo

」
が
10
月
24
日
～
26
日

ま
で
日
本
科
学
未
来
館
で
開
か

れ
、
経
営
学
部
コ
ン
テ
ン
ツ
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
攻
の
学
生

た
ち
が
参
加
。
近
藤
映
良
・
同

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
学
生
運
営

委
員
会
委
員
長
（
経
営
学
部
２

年
）
を
中
心
に
、
学
生
た
ち
が

「ASIAGRAPH 2013 CG 
Art Gallery

」
を
運
営
し
ま

し
た
。

　
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
本
学
の

喜
多
見
康
コ
ン
テ
ン
ツ
多
言
語

知
財
化
セ
ン
タ
ー
長
・
経
営
学

部
教
授
が
統
括
。
優
秀
な
Ｃ
Ｇ

作
家
に
よ
る
優
れ
た
作
品
の
発

ラ
リ
ー
の
他
に
子
ど
も
Ｃ
Ｇ
教

室
の
運
営
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
現
場
監
督
と
し
て
責
任
者

を
置
い
た
と
こ
ろ
、
連
絡
も
ス

ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
。
各

ブ
ー
ス
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ

さ
る
来
場
者
が
多
く
、
社
会
的

に
意
味
の
あ
る
活
動
に
参
加
で

き
た
こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て

大
き
な
刺
激
と
収
穫
が
あ
り
ま

し
た
」。

　
来
場
者
に
さ
り
気
な
く
目
配

り
を
す
る
近
藤
委
員
長
の
姿
に

は
、
委
員
長
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
が
滲
み
出
て
い
ま
し
た
。

アートギャラリーを担当したメン
バー（左が近藤委員長、中央が喜
多見教授）

表
展
示
の
場
と
し
て
、現
在
は
、

ア
ジ
ア
の
Ｃ
Ｇ
作
家
の
登
竜
門

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
目
玉
は
、
次
世
代
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
で
あ
る

15
歳
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
Ｃ
Ｇ
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
の

設
置
。
子
ど
も
と
は
思
え
な
い

力
量
に
、
多
く
の
来
場
者
が
作

品
に
見
入
り
ま
し
た
。

　
近
藤
委
員
長
は
「
第
１
回
会

　「 第 39 回 学 生 英 語
スピーチコンテスト」

（主催＝一般社団法人 
東京都私立短期大学協
会／同コンテスト専門
委員会）が 11 月 16 日、
本学スカイホールで開
催されました。同コン
テストは、都内の短期
大学生を対象とした歴
史ある大会で、今年は

短
期
大
学
／
帝
京
大
学
短
期
大

学
、
東
京
経
済
大
学
、
東
京
工

科
大
学
、
東
洋
大
学
、
武
蔵
大

学
、
明
治
学
院
大
学
。

７短大が本学で熱戦を展開

　
参
加
者
は
、
６

日
（
２
回
）
４
１

１
名
、
13
日
（
２

回
）
４
０
５
名
の

延
べ
８
１
６
名
。

参
加
生
徒
か
ら
は

「
興
味
あ
る
大
学

の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
、
自
分

の
進
路
を
決
め
る

上
で
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
」
と

い
う
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

う
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
舞
踊
研
究
会
は

メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
。
毎
週
月

曜
・
水
曜
の
５
～
６
限
目
に
Ｗ

１
０
３
で
稽
古
に
励
ん
で
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
学
生
は
、
ぜ

ひ
見
学
を
！

　
文
京
学
院
で
は
、
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２
４
年

ま
で
の
３
年
に
一
度
、
本
学
の

学
生
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
々
の

大
学
へ
派
遣
し
て
文
化
交
流
を

図
る
本
学
独
自
の
「
新
・
文
明

の
旅
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
第
２
回
の
訪
問
予
定
国
の
ひ

と
つ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め

に
、
同
実
行
委
員
会
が
11
月
８

日
、『
杉
原
千
畝
の
決
断
』
の

上
映
と
、
杉
原
研
究
家
・
白
石

仁
章
氏
の
講
演
を
ス
カ
イ
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
し
た
。

　
杉
原
氏
は
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
６
０
０
０
人
の
ユ
ダ
ヤ
人

に
ビ
ザ
を
発
給
し
続
け
、
ナ
チ

ス
か
ら
命
を
救
っ
た
外
交
官
で

す
。
同
映
画
は
、
そ
の

生
い
立
ち
か
ら
、
命
の

ビ
ザ
の
発
給
、
そ
し
て

戦
後
の
不
遇
の
時
代
ま

で
を
歴
史
的
な
証
言
や

検
証
を
交
え
て
描
い
た

作
品
で
、
来
場
者
の
心

を
強
く
打
ち
ま
し
た
。

　
白
石
氏
は
外
務
省
大

臣
官
房
外
交
資
料
館
課

長
補
佐
、
日
本
ラ
ト
ビ

ア
音
楽
協
会
会
員
な
ど

を
歴
任
。杉
原
氏
の
妻
・

幸
子
夫
人
の
著
書
『
六

千
人
の
命
の
ビ
ザ
』（
大
正
出

版
刊
）
と
出
会
っ
て
以
来
、
杉

原
氏
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

杉原研究家の白石氏が熱く語る
が
主
催
す
る
二
大
舞
踊
大
会
の

一
つ
で
、
昭
和
40
年
よ
り
男
性

舞
踊
家
の
参
加
を
得
て
「
推
薦

花
形
舞
踊
会
」
と
し
て
発
足
、

後
に
名
称
を
「
推
薦
名
流
」
と

改
め
た
歴
史
あ
る
格
調
高
い
舞

踊
会
で
す
。

　
さ
ら
に
金
子
教
授
は
、
プ
ロ

議
は
７
月
半
ば
の
た
め
、
準
備

期
間
は
約
３
カ
月
。
夏
休
み
中

は
大
学
に
籠
り
、
ひ
た
す
ら
作

業
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
複
数

の
大
学
の
学
生
に
よ
る
委
員
会

の
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調

整
に
苦
労
。
で
も
、
ゼ
ミ
の
仲

間
た
ち
が
一
生
懸
命
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
て
、
大
変
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。
委
員
数
が
十
分
で

は
な
い
中
、
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
ギ
ャ

子どもＣＧ教室にも沢山の来場者が

ア
ジ
ア
グ
ラ
フ
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
盛
況

大
学
　
本
学
学
生
が
運
営
担
当

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
集
大
成

と
し
て
２
０
１
１
年
、『
諜
報

の
天
才 

杉
原
千
畝
』（
新
潮
社

刊
）
を
出
版
。
杉
原
氏
に
つ
い

て
熱
く
語
る
白
石
氏
の
話
に
、

来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

短大　学生英語スピーチコンテスト
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